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研究成果の概要（和文）：上賀茂の住民と協働して北大路魯山人生誕地石碑を建立した。反対者

への対応の仕方とその波及効果について多くの知見を得た。京都の特産のミズナがスグキナの

作物としての成立に関与した可能性が示せた。ナミテントウは、60 年前の結果と比べ、日本全

土で暖地に適した二紋型の割合が増えていることを明らかにした。台風域内で、風の左右非対

称性を明らかにした。近年の河川改修がアユ産卵場を失う可能性のあることを示唆した。

研究成果の概要（英文）：We collaborated with inhabitants of Kamigamo area and erected the
monument of Rosanjin KITAOJI. We got much knowledge about a way of the correspondence
to the opponent and its ripple effect. We showed the possibility that Mizuna of the special
product of Kyoto participated in formation as Sugukina. Ratios of two crests type suitable
for the warm place of ladybird beetle increase in comparison with the result 60 years
ago in Japan. In typhoon level, we clarified the right and left asymmetry characteristics
of the wind. We suggested the possibility that recent river improvement works lost
sweetfish laying eggs ground.
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１．研究開始当初の背景

（１）地域の状況：上賀茂地域は上賀茂神社

の創建にはじまる賀茂氏の 1300 年以上の歴

史があり平安京より古い。現在に至るも多く

の伝統文化や自然環境が継承されてきてい

る。国の重要伝統的建造物群保存地区に選定

されている社家町は 15 世紀に原形が形づく

られ、その雰囲気を今に伝えている。その周
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辺地域は、京都市の界わい景観保全地域に指

定され、それらに隣接する北部地域の山裾か

らは上賀茂神社を中心として京都市の歴史

的風土特別保全地域に指定され、自然環境を

含めた保全が計られている。

近年の住宅開発、また住民の高齢化と少子化

による 1300 年以上の歴史をもつ社家や農家

の衰退などは自然環境と伝統文化の消滅の

危機にある。自然環境の変化は神社の神紋の

双葉葵を消滅させ、ナミテントウの生態系を

変化させた。戦後、六斎念仏は消失した。書

流の賀茂流は昭和 37 年に途絶えた。京都市

重要無形民俗文化財のやすらい踊りは後継

者難であり、京都市登録民俗文化財の紅葉音

頭も踊り手の高齢化は消滅を目前にしてい

る。その他、少子化によって、さんやれ（成

人祭）、競馬なども同様の状況にある。

（２）スグキナ：京都市および京都府下にお

いては、様々な野菜に独得の在来品種が生ま

れ、発達してきた。上賀茂地域においては、

漬物の「酸茎」の材料となるスグキナの栽培

が 400 年以上にわたって続けられてきた。ス

グキナは、他の多くの野菜品種と異なり、生

産者自らによって採種および育種が行われ

てきているという、きわだった特徴を持つ。

しかしながら、上賀茂地域におけるスグキナ

の起源は、栽培の歴史の長さも影響して、明

確にされていなかった。また生産者自身によ

る育種が、スグキナの系統間の変異にどのよ

うな影響を与え、上賀茂地域全体でスグキナ

の遺伝的多様性がいかに維持されているか

も明らかになっていなかった。

（３）ナミテントウ：我国では最も普通に見

かけるテントウムシの１種であるナミテン

トウには、鞘翅斑紋に著しい個体変異があり、

それらは肉眼で容易に二紋型、四紋型、斑型

および紅型の４つのタイプに分類できる。こ

れら 4つの型は、１遺伝子座上の４つの対立

遺伝子に支配された形質であることが明ら

かにされている。約 60 年前、駒井によって

行われた全国規模の調査では、高緯度（北方）

地方ほど紅型の比率が高く、逆に低緯度（南

方）地方ほど二紋型の比率が高くなることを

明らかにした。このような地理的勾配は、各

斑紋型の温度に対する適応度の違いを反映

して形成されたものと考えられている。

（４）風と雨：移動する台風域内において、

進行方向の右側では風が強く、左側では風が

弱いことは、古くから知られている。この特

性は、台風による強風災害の対策にも重要で

ある。近年の台風活動については、2004 年に

は 10 個の台風が上陸するなど、強い台風が

日本をおそう傾向があり、台風被害が増加し

ている。また、過去の台風と比較して近年の

台風は、強さのわりに、最大風速半径が大き

い傾向を示している。防災上においても、強

い台風の頻度が高まっている現在、台風域内

の風速分布の特性について研究を進める必

要がある。

（５）人と水：水への意識は、地域の水に係

わる生活のあり方によって左右されると考

えられる。上賀茂の対象地域として琵琶湖周

辺を考え、まず基盤となる水環境を調査する。

琵琶湖およびその周辺において、淡水魚の減

少が指摘されている。その原因として、水質

変化や外来魚などがあげられているが、多く

の淡水魚が琵琶湖と河川を往来する生活史

をもっていることから、琵琶湖流入河川河口

部の環境が重要である。しかし、水資源利用

や琵琶湖水位管理にともない自然とは異な

った河口部流況を呈していることから、淡水

魚の回遊との関連について検証する必要が

ある。

２．研究の目的

（１）上賀茂地域は、いまだ江戸時代の身分

制度が色濃く残されており、たとえば社家と

農家はその組織集団・祭事なども別々であり、

明治以降の新住民は入り込み人と呼ばれ、ど

の集団にも入っていない。この状況は地域が

相互に協力して物事を進めるのに大変困難

をもたらしており、地域の改善には第三者が

何らかの形で関与しなければ推進できない

ことを感じた。研究成果が単に問題点を指摘

するだけでなく、地域の改善に活かされなけ

れば意義は少ないが、従来、研究者は地域の

トラブルに巻き込まれるのを恐れ、また研究

業績にならないから、消極的であった。以上

から、研究者が地元住民と協働して上賀茂地

域の環境保全とこの地域の伝統文化の維

持・継承を模索しながら、住民との協働の方

法論を確立することを目的としている。

住民との協働活動を進めていくためにも、

研究者が上賀茂に関する調査・研究を行い、

上賀茂の住民の知的活動への欲求を満たす

ものでなければならない。その中で、改めて

住民が地域の自然環境、伝統文化について再

認識し、地域にいわゆる「住み直し」をする

ことが可能となる。このことを目的として、

上賀茂地域に主体をおく自然科学の研究を

行なう。

（２）スグキナの起源と上賀茂地域における

遺伝的多様性を知ることを目的として、まず

我国のカブ類におけるスグキナの位置を知

ろうとした。またスグキナに適用できる遺伝

的解析技術を得ようとして、スグキナと同様



に京都府の在来野菜として発達し、現在は絶

滅状態にある、舞鶴地方の‘佐波賀’ダイコ

ンについて分子遺伝学的手法を用いた起源

の解析を行おうとした。

（３）近年マスコミ等でしばしば取り上げら

れる地球の温暖化の影響は、ナミテントウの

集団に見られる斑紋型比率の地理的勾配に

何らかの影響を与えているものと考えられ

るが、駒井の調査以降、全国規模での調査を

実施されていない。本研究では、全国規模で

の調査と並行して、京都産業大学を中心とし

た上賀茂地域で年間を通じた採集・調査を行

い、斑紋型の年次変化と変化をもたらした要

因について解明する。また、調査の一部を地

元の小中学生に分担してもらうことを通じ

て、身近な昆虫を通じて自然および生命への

関心を高める機会を提供する。

（４）上賀茂地域及び京都における雨と風、

特に台風時の風速半径についての研究

（５）琵琶湖では、現行のその水位管理がフ

ナ類などの魚類の繁殖に悪影響を与えてい

ることが知られている。しかし、琵琶湖と河

川を回遊する多くの魚類にとって、その回遊

の要所となる河口付近の環境については知

見が乏しい。このことから、回遊魚の実態と

河口付近の河川環境との比較検証を行うこ

ととした。

３．研究の方法

上賀茂地域を対象として、専門分野・方法

によって適した規模で、相互の関連を理解し

ながら緩やかな結合のもとに協力しながら

以下の研究に取り組む。

（１）住民との協働による社会貢献手法

の確立

①上賀茂地域で 8年間の活動を続けてきたが、

実践を重視してきたため、その過程で生じた

失敗、行き詰まりおよび成功の事例について、

さらにそれまでの地元住民の反応の変化に

ついて具体的にはまとめてこなかった。これ

までの貴重な体験を逐一経緯および成功、失

敗の原因などについて詳細に記述すること

から始める。

②ナミテントウの観察会など子供たちへの

各種の行事は、地元団体とどのように関わっ

て実施するかのノウハウを蓄積する。

③大人へのスグキについての講演会やシンポ

ジウムの行事を進めることで、地元との協働

に関する知識を集積し、整理・分析する。さ

らに、新たな行事などで地元住民、団体との

接点の作り方を検討する。

④研究成果を上賀茂地域はもとより社会に

発信することと、まとめて記録し保存・共有

するために賀茂文化研究会の会誌として「賀

茂文化」を刊行する。

（２）スグキナを含む我国の在来カブにおけ

る遺伝的分化を把握する重要な指標として、

種皮型の分化がある。全国各地のカブ、なら

びにツケナ類の在来品種とスグキナについ

て、種皮型を比較・解析することによって、

スグキナの遺伝学的位置を明らかにすると

ともに、上賀茂地域におけるスグキナ成立の

起源を知ろうとした。また、‘佐波賀’ダイ

コンを用いて、ミトコンドリアの遺伝子とそ

の遺伝子の発現に関与する核内遺伝子の対

応を分子遺伝学的手法により解明する。

（３）全国規模での調査は、ナミテントウの

成虫の活動期（4 月から 10 月）に実施する。

調査地点は、駒井によって調べられた調査地

点をすべてカバーできるようにする。

上賀茂地域では上記の調査に加えて、越冬

集団の調査も行う。また、近隣の小中学生を

対象とした観察会を 4月から 5月に実施する。

（４）1995～2004 年に上陸した顕著台風につ

いて、気象庁観測資料を用いて、気圧場の数

値解析を行う。これを過去の研究において実

施した 1955～1994 年の台風気圧場解析結果

と合成して、中心気圧と最大風速半径の上陸

時の値と上陸後の時間変化に関する統計モ

デルを作成する。これを京都および上賀茂地

域をモデルとしてシミュレーションする。

（５）調査は、琵琶湖北湖西岸の安曇川下流

部、および東岸の姉川下流部を対象とした。

これらの調査地において水位・水温環境を連

続的に記録するとともに、琵琶湖より安曇川

へ遡上する魚類について、漁協の方々への聞

き取りと現地調査を 2007-2009 年月に行う。

とりわけ 2008-2009 年はアユの産卵場環境に

ついて重点的に調査を行う。

４．研究成果

（１）住民との協働による社会貢献手法

の確立

①住民との協働組織の形成と協働のた

めの方法の体系化について、活動の失敗、

行き詰まり、成功の事例を実践活動を基

盤においてまとめた。

②住民との協働による社会貢献活動の

実践によるノウハウの蓄積と分析につ

いて、上賀茂地域では北大路魯山人の生

誕地の石碑を住民と協働して建立した。

石碑建立で出来た組織を基盤にして、ジュニ

ア上賀茂検定を提案し実施することになっ

た。石碑建立に執拗な反対があったにもかか

わらず完成したことによる住民の自信と地

域活性化への思いが、次の活動への強い牽引



力になった。また、熱の冷めないうちに次々

とアイディアを提案していくことが大切で

ある。次の活動事例として、池大雅の顕彰碑

を提案した。地域の内外にかかわらず魅力あ

るアイディアを提案する人と、地域内で実行

に移す適切な人（指導者）および組織がなけ

れば活動は困難であることがわかった。対象

地域の下鴨地域では糺の森で、テントウ

ムシの観察会、写真教室、自然観察会、

泉川などの水質調査、ドングリを食べよ

うなどの行事を実施し、地元との協働方

法についてのノウハウを蓄積した。下鴨

を中心にはじめた賀茂学検定は失敗した。そ

の原因は千年以上にわたる上賀茂と下鴨の

反目にあった。両賀茂地域をはじめ他地域に

おける住民活動の反対者の意識を調査しま

とめた。地元の風土による協働の違いをまと

めている。

③住民との協働による研究成果の保存につ

いて、賀茂文化研究会の会誌「賀茂文化」第

5、6、７号を発行した。

（２）スグキナ：種皮型の分化に関する既往

の研究成果を調査し、また我国の地域在来品

種について種皮型を調査したところ、日本に

おけるカブ、ツケナ類は A型と B型の２種類

の種皮型に分けられることが明らかになっ

た。またこのうち A 型は主として、我国の西

南地方に分布する一方で、B 型は本州中部よ

り東北部の地域に分布することが知られた。

このうちスグキナは A 型の種皮を持ち、京都

在来のツケナであるミズナも同様に A型種皮

を持ち、ミズナがスグキナの作物としての成

立に関与した可能性が示された。今後、スグ

キナを含むカブ、ツケナ類の種皮型の遺伝な

らびに種皮型が持つ生理、生態学的な意義に

ついてさらに検討することによって、スグキ

ナと他のカブ、ツケナ類との関係が明らかに

なると期待される。

一方、京都府在来品種である‘佐波賀’ダ

イコンにおけるミトコンドリア遺伝子とそ

れに対応する核内遺伝子の解析によって、

‘佐波賀’が舞鶴地方の野生ダイコン（ハマ

ダイコン）が栽培化されることによって成立

した品種であることが明らかになった。これ

は、我が国においてダイコンの栽培化が起こ

ったことを示す重要な発見である。この成果

に対して園芸学会年間優秀論文賞が授与さ

れた。今後、‘佐波賀’で用いられたのと同

様の分子遺伝学的解析手法をスグキナに導

入することによって、スグキナの起源と上賀

茂地域における系統間の遺伝的分化をさら

に詳細に明らかにすることができると予想

される。

（３）ナミテントウ：今回の調査結果でも、

日本列島では北に行くほど紅型が多く、南に

行くほど二紋型が増える傾向が認められ、駒

井博士が見出した地理的勾配は現在でも残

っていることが明らかになった。しかし、約

60 年前の駒井博士の調査結果と比べると、当

初に予想されたとおり、ほとんどの産地で暖

地での生活に適していると考えられる二紋

型の割合が増え、逆に紅型の割合が減ってい

図１．旭川、佐渡（新潟）、東京、京都およ
び広島で見られる斑紋比率の年代変化
過去：駒井博士（1956 年）の調査結果
現在：今回（2002－2008 年）の調査結果

ることが明らかになった。図１には、そのよ

うな年代変化をいくつかの産地を例にした。

また、上賀茂地域での調査からは、斑紋型間

の適応度の違いは、越冬時期にはほとんど見

られないが、早春の繁殖開始時期（上賀茂地

域では 4 月上旬）に顕著に見られることが明

らかになった。

（４）風と雨：京都における強風と降雨の解

析について、台風域内において、風の左右非

対称を明らかにした。台風の眼の形について

調和解析を行い、波数５の波動が卓越してい

ることを明らかにした。これら２つは、京都

地域の台風災害の予測法の開発に応用可能

である。

（５）人と水：琵琶湖流入河川における、回

遊性魚類アユの 2008 年、2009 年秋の産卵場

過去 現在

旭川

佐渡

東京

広島

京都

二紋型

四紋型斑型

紅型



所は、河口より１km 以内の最下流部に集中し

ていた。この産卵では、春～初夏に琵琶湖よ

り遡上する河川型のオオアユの産卵はほと

んど確認されず、したがって次世代生産のほ

とんどは湖型のコアユの寄与によるもので

あった。秋のアユ産卵期の河川水位は、降雨

にも影響されるが、姉川では農業用水を河川

にもどしてもらうことで河川水量を維持し

ており、それができていない安曇川では河口

の干上がりにより産卵はもとより孵化仔魚

の流下も認められない場合もあった。一方、

姉川、安曇川以外の河川においても、アユの

産卵は河口付近に限られていることが確認

された。このように、河口付近にアユ産卵に

好適な砂礫の浅瀬が存在すること自体、一般

の河川では見られないことであり、上流より

の砂供給が多い琵琶湖流入河川の特徴とも

いえる。加えて、河口近くに橋脚や小さな堰

が存在することにより、瀬が生じやすくなっ

ているとも考えられた。しかしながら、近年

の河川改修により河口部を掘削することは、

これら河口付近のアユ産卵場を失うことに

なり、琵琶湖の主要魚種であるアユの個体群

維持に負の影響を与えている可能性が示唆

された。
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